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             論文内容の要旨 
 
 本論文は渋沢栄一の中国認識と行動の軌跡について、日中関係とのかかわり
を通してその展開・変化と帰結の全体像を明らかにするものである。論文は半
世紀を超える渋沢と中国のかかわりを二つの時期にわけ、二部をもって検証す
る。第一部の問題意識は渋沢の行動の背後にある思想形成の変化に着目するも
のであり、渋沢の中国認識と欧米認識との関連性、つまり中国認識形成の外部
要素の視点から、渋沢の世界認識における日中米関係重視の姿勢の形成を解明
する。 
【第一部 渋沢栄一の中国認識の形成とその行動―1870〜1914 年】(第一章
～第三章)では、渋沢栄一の対外意識における中国認識の形成と彼が提起した
「東洋政略」及びその国際環境を考察することを通して、渋沢と中国とのかか
わりの初期段階を明らかにする。 
第一章では原敬に対する「政治的人格」の解析方法を意識しながら、少年時
代の中国古典教育と対外意識の芽生え、1867年の訪欧による対外意識の変化、
大蔵省仕官時代の基本的経済観などを詳細に分析し、その対外意識の形成にお
ける中国認識を考察する。 
第二章では 1870年代の渋沢と中国のかかわりを取り上げ、清国との借款交
渉のための 1877 年の上海行き、1878 年の中国飢饉救助及び 1879 年のアメリ
カ前大統領グラント将軍接待を考察し、渋沢が提起した「東洋政略」の内実を
具体的に検証する。  
第三章では、日清戦争前後の渋沢の対米認識の変化と 1902年の欧米訪問を
考察し、渋沢から見た「東洋政略」の国際環境を解明した上、彼の日中米三国
関係重視の姿勢の形成を明らかにする。 
【第Ⅱ部 渋沢栄一の中国認識の展開と帰結とその行動―1914〜1931年】
(第四章～第七章)においては、1914年の中国訪問、1920年の日華実業協会の
設立と活動、1922年以降張謇親子との交流、更に 1931年の中国水災救助を取
り上げて、渋沢栄一の中国認識の展開と帰結を検討した。 
第四章では 1909年に財界から「半ば引退」した後の渋沢の中国とのかかわ
りをとりあげ、辛亥革命以降、転換期を迎え、そして対立しつつある日中関係
に対する晩年の渋沢栄一の対応を明らかにする。 
第五章では、21ヵ条要求以降の中国の排日運動、日華実業協会の設立と対
中融和政策の試みを考察し、対立の日中関係を打開するための渋沢の努力を明
らかにする。 
第六章では、1920年代の張謇の対日借款、その息子張孝若の訪日、及び張
謇の親日への転換を説明し、「中国の渋沢栄一」と見なされた張謇父子との付
き合いを通して日中経済協力を進め、健全な日中関係を目指す渋沢の姿勢を明
らかにする。 
第七章では、1931年の中国の水災と、渋沢を会長とする中華民国水災同情
会の設立と彼のラジオ演説、慰問使の中国行きと満洲事変による天城丸の空し
い帰国を解明し、中国災害への救助活動を通して日中国民感情の緩和を目指し
た渋沢の努力が、時代の流れの中、失敗に帰したことを明らかにする。 
 渋沢の対中認識には大きく中国東洋盟主論、日本東洋盟主論、日米協力によ
る中国開発論及び中国不可知論という四つの段階があった。渋沢の「中国不可
知論」とは、戦争に突入した中で抱いた日中関係への悲観論から生まれたもの
であり、またそれには日本の未来への強い懸念が込められていたと言っても過
言ではなかろう。確かに渋沢栄一と近代中国との物語は 80年も前のものであ
るが、決して単に過去の歴史にとどまるものではない。渋沢と中国とのかかわ
りを学ぶことは、21世紀の日本と中国の関係を考える上で、現代を生きる我々
にとって何よりも貴重な思想的、精神的な遺産となるものであり、必ずや、日
中の平和を目指すべく正しい道筋を示してくれることであろう。 
 
 
